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第 3 章では情報更新問題を解くアルゴリズムを示し，正当性を証明しているO 情報更新問題は，情報
の更新を繰り返し行う問題であるが，ここでは複数の計算機からの情報更新要求が交錯して発生し，ま
たアルゴリズムの動作中にさらに停止や起動が起こる状況で解いている。












近年，高速なローカルエリアネットワーク (LAN) の普及により， LANによる分散環境下で複数
の計算機が協調して動作するようなソフトウェアに対する要求が高まっている。計算機がネットワーク
で接続された分散環境でのアルゴリズムや計算複雑度の既存の研究の多くは， point-to-point 接続の通
信リンクを用いたネットワークに対応するモデルを使用しており，遅くかっ高価な通信を想定した評価
尺度が用いられているO またネットワークの運用上，ネットワーク内の個々の計算機に故障などによる
一時的な停止や再起動が起こることは一般には避けられず，これに対処するアルゴリズムの研究は重要
な課題である。
本論文ではまず高速LANの性質を考察し，安価で遅延時間の短いメッセージ交換を想定したネット
ワークモデルを提案しているO このモデルでは計算機を停止し また再起動するものとして定義して
いる。またこのモデルでのネットワークの結合性についても定義しているo
ついで複数の計算機からの情報更新要求が交錯して発生しまたアルゴリズムの動作中にさらに停止や
起動が起こる状況での情報更新問題をこのモデル上で、解くアルゴリズムを示している O またノードの停
止や起動に対してネットワーク中のノードの階層的な関係をバランスを保つように維持しつづける完全
L分木維持問題について考察し，これを解くアルゴリズムを示している。さらに，本モデル上の分散ア
ルゴリズムを評価する計算量の尺度について考察し，通信量と通信以外の計算量双方を反映する尺度で
ある局所計算量の総量を提案し完全L分木維持問題を解くアルゴリズムを，メッセージ複雑度および
局所計算量総量で評価しているO
以上，本研究は高速かっ安価な通信が可能な環境に注目することで分散計算に関して新しい知見を提
示したものであり この分野における貢献が大きく，工学博士の学位論文として価値あるものと認める。
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